
 

登 園 許 可 書 

 

 

       保育園長 殿 

 

 

             園児氏名               

 

 

 

病名［                ］について 

 

 

  年   月   日から治療していましたが、   月   日から 

症状も回復し、集団生活に支障がない状態になったので登園可能と判断します。 

 

 

 

 

 

          年    月    日 

 

 

医療機関                  

 

 

医師名             印またはサイン 

 

 

 

 



感染症について 

保育園では集団生活のため伝染性疾患が発生すると流行しやすくなってしまいます。 

様々な感染症には、下記のような登園停止期間があります。少しでも疑わしい場合は、まん延

を防ぐために、医療機関への早めの受診をお願いします。 

治癒後の登園については、診断・治療にあたった医師の指示に従って下さい。 

 

登園のめやす                       

病気の種類 潜伏期 感染期間 出席停止期間 

インフルエンザ １～３日 
発熱の翌日を 1日目として 

5日を経過するまで 
解熱後 3日経過するまで 

百日咳 １～２週 ＊カタル期～４週間 

特有の咳がなくなるまで。または、５日

間の適正な抗菌性物質製剤による治療が

終了するまで 

麻しん（はしか） 9～12日 
発疹前１～２日～ 

発疹後４～５日まで 
解熱後３日を経過するまで 

流行性耳下腺炎 

（おたふくかぜ） 
２～４週 発症２日前～出現後 5日 

耳下腺、顎下腺、舌下腺の腫れが発現し

た後５日を経過し、 

かつ全身状態が良好になるまで 

風しん ２～３週 発疹前７日～出現後５日間 発疹がなくなるまで 

水痘（みずぼうそう） 10～20日 
発疹前１日～発疹がかさぶ

たになるまで 
すべての発疹がかさぶたになるまで 

咽頭結膜熱（プール熱） ５～６日 咽頭２週 便４週間 主症状がなくなり後２日 

結核 ４～６週 排菌のある期間 感染の恐れがなくなって 

流行性角結膜炎 １週間以上 発病後２～３週 結膜症状が軽快して 

腸管出血性大腸菌 

感染症（Ｏ157など） 
 便に排菌のある期間 感染の恐れがなくなって 

 

＊カタル期とは  咳、鼻水、のどが痛いなどの症状が出ている時のことを言います。 

 

感染症にかかってしまった場合は登園許可書をお願いしています。 

インフルエンザの場合は、専用の書類（保護者記入）があります。 

事務室にありますのでお知らせ下さい。 

 


